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スギノ、ムシ Basileρta μllidulum Baly はノ、ムシ科 Chrysomel i dae に属 L ， 本州・四国・九州vこ分

布する J 成 r!\はスギ・ヒノキ・アカマツ・クロマツ等の業をR肉食し，被害葉は鵠色を呈し枯死する す主虫

による被告の報告は佐藤(1894) ・日高(1914) が7口述しているが，近年，特に近畿・中国・阿国・九州

地方に発生し，その被害面積は111:大しつつある。この現状にもかかわらず，生態についてはほとんど究明

されておらない。

筆者は B.1sileρta ρallidulum B司ly の生態学的研究および防除に関する研究を行号基礎として木研究

を行ったい木研究にあたり全般(11に鞭捷および助言を賜わっている京都支場長佐治秀太郎・木場保護部長

今関プて也・同昆虫科長藍野路久・東大農学部助教授日塔正佼の各氏，終始指導ならびに本報の御校閲を賜

わった西京大学長学部助教授rl-'1則孟彦氏， TJj:i図作製その他に多大の協力を煩わした西京大学農学部応用昆

虫学識笠野日11師Lí:に対して深1'&tの古:を表するとともに， 各部測定に協力された本研究室農林技官奥田素

男・ rl:r間判ト"Qj\氏に御礼申し上げるつ

幼虫

概形:終令幼虫 (Plate 1. -1) の体長は 5.0mm 内外。腹部第 3 環節の rf1は 2.0mm 内外の円筒形，

貰白色。ïiJ~t部は巾1. 1mm 内外，長さ1. 15 mm 内外の賀色η 触角・口~・前胸EHl節の背面両側の小斑

紋群， RHrr\î!riの先端および気門は赤褐色υ

頭部:円形 (Plate 1.-2) jIj'j蓋縫合紋はêJJllU，前頭の縫合線はやや不明瞭， 中央両1!l1lに浅い凹陥を有

L, 8 対の剛毛をよLえるニRî'l桁:fJJ:は先端に狭まれやや梯形，その最大巾は中央長の約 3 倍半u 単眼は不

明防。触角 (Plate 1.ーのは短かく 3 環節より成り，先端にやや狭まる円筒形c 第 1 :1;;宜(Jは太く最長ο

第 2 澱節は細く短かく，先端にノき形の感覚突起を有する o m 3 f，ï{節は細長く第 2 環節より長しこの先

対日には 1 本の感覚毛と長短 2 本の刺毛を具える勺上唇は半円形を成し，倶IJ縁部に 3 対の剛毛と前縁に繊毛

を具える c 大Il'I，\ (Plate 1. -4) は強閏にしてやや三角形， 先端は単一にして尖鋭でない，前面やや中央

官!日こ 2 剛毛を具える c 小I~~\ (Plate 1. -5) の軸節は微小で巾広く短L 、。 蝶鮫節の中央外方に 2 剛毛を，

募部外方に 1 剛毛を有L，担震節 E の境は不明瞭。葉片は指指状，基部に 1 剛毛を装い，上縁より内縁に

かけて 7 本の長摺様剛毛を去しえる。小限震は葉片ーよりやや長く 4環節より成り，先端に狭まり円筒形。各

E装飾の長さのltf士約1. 00: 0.91 : 0.67 : 0.58っ 第 1 環節のやや中央と第 3 環節の中央部に各 2 剛毛を兵

(1) 京都女湯保護研究室長
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える。関節峡は組長い 3 角形で明らかでない。 ド唇亜:J1;rwは巾広い1:6形で両側の前方・後ブjに各 1 対の!羽

毛を具える。下居市主主íf(j と下唇基1m とは融合する 下層;J1iíWのtj~部同侭IHこ 1 対の剛毛を;~え，前縁両側は

前方に延びTJIj下唇基部とのj売に褐色fffをJk う，前下展基:rili (Plate 1. -6) の基部に 1 対のWùl]毛と前方に 2

対の短剛毛を具える J ード)î:{訪の先端には微小感覚突起をJLえる。-f震は巾広く，前縁部に微毛を符よJ=:する。

胸部:各環節背恢には微ノj、販位と前胸は 2 列，中後l如こ 1 列に列ぶ約 7 対の剛毛p 侭1];仮には 2~4 本の

附j三Eを有す。各胸部f!i!.í10は長さより巾広し両側はそれぞれ孤状を成し凸出する。 1訪日向気門は円形で腹部

気門より大きく 0.07 mm 内外。各胸脚は等形・等大 胸脚~M.m (Plate 1. -7) は最も太く先方に狭ま

札前方に 1 剛毛を共える G H云}[(jは小さく先端部にlj:明毛と 2 本の短剛毛を装う。腿節は長く IIJ筒形で巾

央1ii\ ìこ 3 剛毛主先端部に 3 剛毛をJLえる c 怪節はやや長く円筒形にして中央部に 3 剛毛主先端部に 3 剛毛

を具える。 附爪節はやや強くキチンイヒし，爪は鋭く， rl"央;'\11 下方に 1 剛毛を共える。

腹部:体表には微小願粒を有L，剛毛の配列 (Plate 1.ーのはほぼ一定し p 各節背紋には 6対(内 3

対は短L、)，側板のものは気門上に 1 本p 気門下に 2 木と，そのドブfに 2 本剛毛を具えるけ!仮面には 10 数

対の祷色短毛をほぼ横列状にJ~ う気門は円形で径 0.04 111111 内外，腹部第 1~8 環節に認められる。

輔

概形:体長 4.0mm 内外 (Plate 2.-1) 楕円形，手L白色。後))支腿nm先端の突起，尾端突起は鼠色羽

化前には複眼および遡給先端は暗褐色。大jおは赤褐色と成る。休表の剛毛は長突起上に生ずc

頭部:ほぼ円形， IíJî蓋郊に 4 対， 複眼前方に 1 対および触角者生部に 2 対の剛毛を具える。 f~~角は長

く，各環節の境は切阪で 11 í{J'jより成るつIíl'~楯は巾広くやや);[!形。上底との境は不明瞭。上腐はやや '1'.円

形っ大j似 l土 3 角形で尖端は 2 分する。 前胸背板の最大巾は長さのがJ 2 倍半あり梯形。 ïlíl1M~角は~~J く ~)Uß

し，後縁は中央部突出しその ji可仰は季uれる。 9":9<と部および中央部後方向側は凹陥し， 11 対の剛毛をJL う c

中胸背板に 2対の剛毛をJlえ，小ij~ì;仮は明らかに|霊長起する O 後!胸背板に 3 対の剛毛を具え，背紛側近に浅

い凹溝を有すc 前肢. rl"肢は等形・等長で腿節には上方に 2 対と下方に 1対の剛毛を具える t 後肢はやや

大きく腿節には上方に 2 対の剛毛と下方に良くキチン化した尖鋭な突起を具え，その尖端より約 1/3 のと

ころに短毛を具うい 腹部各球節背面には数本の剛毛をJ:~ う。 腹部末端節内 (Plate 2.-2) には良くキチ

ン化した上方に由った褐色の尾突起を 1 対共え，その内上方には数個の銀関状の小突起を! ~う

成虫

概形:体長 4.0mm 内外 (Plate 2.-3)。広卵形ι 遡:附はややt:î'\:字。光沢ある葉褐色。 制限は!~~~色。

触角第 5 ~ll 1);1節は県福色。大山先端部はJ財局色。

頭部:やや半円形。粗大点刻をやや政に装い，後|俣はやや失出し，その内縁に沿って細溝があれ頭楯

の前総は制られている。触角は長く円筒形，第 limは太く，やや持出し，第 2 tm もほぼ同形であるがより

細く短い。第 3 trti最も細く円筒形ほぼ第 1 節と同長，第 4 ， 5 節はこれよりやや長く，第 6 節以後は少し

く巾広く，長さを少しずつ減ずる、末端的は紡錘Mで前節より短くないけ

胸部:前胸背絞は中央部の長さの lf行半に近い rlJがあり，前縁は凸孤形で， í則縁は円味をもって前方へ

狭まり，後縁は微かに後方に凸出し，やや浅い点刻を散布し，後縁に沿って粗大な点刻を装う。周縁(前

緑中央部を除く)は巾狭く縁取られる。 1)、相i恢はやや 3 角形，後端はメしまれ表面はほとんど無点刻で平
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滑lリJ 趨1(!t1向何'![lìはtは工日司前t印店胸司背j紋涙~iιi

近くの 1 ，1点f主L主刻IJ汐ヂ列Uは特に留顕iミ著警な存をなしている〉を久え，後方で不明聞になる c それらの!川J口川:日J~銭そには微/小Iトh、"h白り、J以1

を装う九。 l前'j宵'jÎj/河叩守市!胸向突起 J部1抗仰;1は主粗大な点刻を装Lい、， rl=r・後日向腹板はほとんど点刻なく慌の制条あり， JlillJ.ií'iI土肥大す

る。ド1叶jの館 3 Û?íI土先端におし、て 2 分裂する J

� 

長径 O.8mm 内外，短径 O.3mm 内外 (Plate 1. -9) 栴↓弓形マ乳白色を豆;す二

図版説明

Plate 1 

1. 幼虫 (larva)

2. illl自11前面(frontal aspect of head) 

ant 触角 (antenna) ， ci ][t{#首板 (ciypeus) ， epic lITi京 (epicranillm) ， fr J��jJD'{ (frons� Ib 

上底 (1功rum) ， md 大j出 (mandible) ， mp 小mi，努 (maxill司ry palpusJ 

3. 触角(frontal asp巴ct of antenna) 

4. 大Jj!!\ (frontal aspect of mandible) 

5. 小川の 1 j部 (apex of maxilla) 

mp ノj、!1t;気 (maxillary palpus) , ma ~淀川ー (mala) ， pf fll努節 (palpifer) ， st 蝶鮫節 (stipe3)

6. 下辱の 1 部(旦pex of labrum) 

Ib T'揺(1司brum) , Ip T唇努(labial palplls) , mt ド醇)J~節 (mentum) ， pm n可ド援活110

(prementllm) 

7. /J句脚 (leg) 

co 基il'ri (coxa) , fe 腿郎j (femllr) , ta m爪節 (tarsllngulus) ti IJ空白j (tibia) , tr 'lii節

(trochanter) 

8. líø:部第 1 ß:i節j (1st abdominal segment) 

sp 気門 (spiracie)

9. P゚ (egg) 

Plate 2 

1.的 (p叩a)

2. 背部突起側面 (Iateral vievv of dorsal process) 

3. I&.~Ü (imago 合)

4. 麹 (wing)

m 中 ijl日 (media)

5. T)ﾍjfJ!;P (foreleg) 

fe 腿節 (femur) ， ta 耐節 (tarsi) ， ti 腔節 (tibia) ， tr 転宣fj (trochanter) 

6. 小)郎およびド唇腹面 (ventral aspect of maxilla巴 and labium) 

gl 外業 (galea) , lp 下唇震 (labial palpl叫 mp ノトitb若 (maxillary palpU3), pf 担

費節 (palpifer) ， st 蝶鮫自j (stip巴s)

7. 葉片腹直 (ventral aspect of mala) 

gl 外葉 (g旦lea) lc 内葉(1昌cinia)

.8. 雄生殖器 (male genitariえ)
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Jiro NAKAlJAHA: Stuclies on the Sugi leaf beetle , Basileþta ρallidulum Baly. 1. 

Morphological stuclieE. 

R駸um� 

In this work, morphologicaI descriptions of Sugi leaf beetle (8αsilepta 

ραllidulum Baly) were given. 
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Plate 2一一
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